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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第98期
第１四半期
連結累計期間

第99期
第１四半期
連結累計期間

第98期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

営業収益 (百万円) 3,671 1,887 8,802

純営業収益 (百万円) 3,648 1,872 8,720

経常利益 (百万円) 1,879 302 2,007

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,846 302 2,356

四半期包括利益又は包括
利益

(百万円) 3,370 238 4,311

純資産額 (百万円) 26,367 27,015 27,011

総資産額 (百万円) 46,226 43,659 43,813

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 31.51 5.16 40.20

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.0 61.9 61.7
 

(注) １  営業収益および純営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当企業集団(当社および連結子会社)において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

 また、主な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項については、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業集団（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

①  概要

当第１四半期のわが国経済は、４月に実施された消費税率の引き上げにより景気に与える悪影響が懸念されま

したが、足下の経済活動の落ち込みは比較的軽微にとどまるとともに、先行きについても事前予想より短期間で

経済はプラス成長に回帰することが見込める状況となっております。消費者物価の上昇率については、４月以降

も消費増税による影響を除いたベースで１％台の前半で推移しており、デフレ脱却に向けた緩やかな歩みが続い

ております。

 

②  純営業収益

・受入手数料

株式市場は、期初から５月中頃までは日経平均株価は一時14,000円を割り込むなど不安定な動きを続けてお

りましたが、その後は１月から３月に寒波の影響で落ち込んだ米国の経済が勢いを取り戻しつつあることの安

心感を背景に、投資家のリスク許容度が世界的に高まったことに加え、政府による成長戦略への期待感から堅

調に推移し、当第１四半期末の日経平均株価は15,162円となり、前連結会計年度末の14,827円に比べて2.3％上

昇して期を終えました。

　一方、債券市場は、前連結会計年度末には0.64％であった長期金利の指標となる新発10年国債利回りは、米

国の低金利政策が当分の間は継続されるという見方を背景にした世界的な長期金利の低下傾向に、日銀による

国債買入が継続されているという国内要因が加わった結果、低位で安定的に推移し、当第１四半期末は0.565％

で期を終えました。

このような環境のなか、株式委託手数料は５億71百万円（前年同期比59.2％減）となりました。また、債券

やＥＴＦを含む委託手数料の合計は５億98百万円（同57.9％減）となりました。なお、引受け・売出し・特定

投資家向け売付け勧誘等の手数料は０百万円（同96.8％減）となりました。
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主に投資信託の販売手数料で構成される募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料は６億12

百万円（前年同期比35.3％減）、投資信託の信託報酬が中心のその他の受入手数料は１億95百万円（同7.6％

減）となりました。

 

前第１四半期連結累計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

当第１四半期連結累計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

(百万円) (百万円)

委託手数料 1,420 598

引受け・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の手数料

2 0

募集・売出し・特定投資家向け
売付け勧誘等の取扱手数料

945 612

その他の受入手数料 211 195

合計 2,580 1,406
 

 

・トレーディング損益

トレーディング損益は、「株券等」が１億18百万円の利益（前年同期比45.6％減）、「債券等」が２億41百

万円の利益（同60.8％減）となり、外国為替取引から生じる損益の「その他」２百万円の損失（前年同期24百

万円の利益）を含めたトレーディング損益の合計は３億57百万円の利益（前年同期比58.3％減）となりまし

た。

 

前第１四半期連結累計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

当第１四半期連結累計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

(百万円) (百万円)

株券等 217 118

債券等 616 241

その他 24 △2

合計 858 357
 

 

・金融収支

金融収益は１億23百万円（前年同期比46.9％減）、金融費用は15百万円（同34.2％減）となり、金融収支は

１億８百万円（同48.3％減）となりました。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の純営業収益は18億72百万円（前年同期比48.7％減）となりました。

 

③  販売費・一般管理費

販売費・一般管理費は17億６百万円（前年同期比9.9％減）となりました。

　主な内訳は、取引関係費２億32百万円（同8.7％減）、人件費９億16百万円（同15.2％減）、不動産関係費１億

27百万円（同5.2％増）、事務費２億66百万円（同3.4％減）、減価償却費86百万円（同2.4％減）であります。

 

④  特別損益

特別損益は、特別利益として訴訟損失引当金戻入額13百万円、特別損失として金融商品取引責任準備金繰入れ

０百万円を計上したことから、差し引き13百万円の利益となりました。
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以上の結果、経常利益は３億２百万円（前年同期比83.9％減）となり、四半期純利益は３億２百万円（同

83.6％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期末の財政状態は、前連結会計年度末に比べトレーディング商品や約定見返勘定が増加したものの、

信用取引資産が減少したことなどにより、資産合計が１億54百万円減少し、預り金などの増加と信用取引負債や受

入保証金の減少などとの差し引きにより、負債合計が１億58百万円減少しました。

　なお、純資産合計は、利益剰余金の増加とその他有価証券評価差額金の減少などにより、前連結会計年度末に比

べ３百万円の増加となりました。

 

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当企業集団の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 59,764,400 59,764,400 東京証券取引所(市場第二部)
単 元 株 式 数 は
1,000株でありま
す。

計 59,764,400 59,764,400 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年６月30日 ― 59,764 ― 11,069 ― 2,767
 

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式       1,164,000

―
株主としての権利内容
に制限のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式      58,284,000 58,284 同上

単元未満株式 普通株式         316,400 ―
１単元(1,000株)
未満の株式

発行済株式総数 59,764,400 ― ―

総株主の議決権 ― 58,284 ―
 

(注) 単元未満株式数には当社所有の自己株式556株が含まれております。

 

 

② 【自己株式等】

平成26年６月30日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
髙木証券株式会社

大阪市北区梅田
一丁目３番１－400号

1,164,000 ― 1,164,000 1.95

計 ― 1,164,000 ― 1,164,000 1.95
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

３ 【業務の状況】

(1) 受入手数料の内訳

期別 区分
株券
(百万円)

債券
(百万円)

受益証券
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

第98期第１四半期
累計期間

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

委託手数料 1,400 0 19 ― 1,420

引受け・売出し・特定投資家
向け売付け勧誘等の手数料

2 ― ― ― 2

募集・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の取扱手数料

0 0 945 ― 945

その他の受入手数料 3 0 202 2 209

計 1,406 1 1,167 2 2,578

第99期第１四半期
累計期間

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

委託手数料 571 ― 27 ― 598

引受け・売出し・特定投資家
向け売付け勧誘等の手数料

0 ― ― ― 0

募集・売出し・特定投資家向
け売付け勧誘等の取扱手数料

0 0 611 ― 612

その他の受入手数料 3 0 187 3 194

計 575 0 826 3 1,405
 

 

(2) トレーディング損益の内訳

区分

第98期第１四半期累計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

第99期第１四半期累計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

実現損益
(百万円)

評価損益
(百万円)

計
(百万円)

株券等 284 △66 217 32 85 118

債券等 614 2 616 241 0 241

その他 23 0 24 8 △10 △2

合計 922 △63 858 282 75 357
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(3) 自己資本規制比率

 
第98期第１四半期
会計期間末

平成25年６月30日現在

第99期第１四半期
会計期間末

平成26年６月30日現在

基本的項目(百万円) (Ａ) 19,260 19,483

 
その他有価証券評価差額金
(評価益)等(百万円)

 6,826 7,289

補完的項目

金融商品取引責任準備金等
(百万円)

 18 9

一般貸倒引当金(百万円)  2 2

 計(百万円) (Ｂ) 6,847 7,301

控除資産(百万円) (Ｃ) 5,355 5,079

固定化されていない自己資本(百万円)
(Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ)

(Ｄ) 20,752 21,705

 
市場リスク相当額
(百万円)

 2,686 3,298

リスク相当額

取引先リスク相当額
(百万円)

 286 256

基礎的リスク相当額
(百万円)

 1,460 1,666

 計(百万円) (Ｅ) 4,433 5,221

自己資本規制比率    (Ｄ)／(Ｅ)×100(％)  468.0 415.7
 

  （注）上記は決算数値をもとに算出したものであります。

 

(4) 有価証券の売買等業務の状況

  ① 有価証券の売買等の状況（有価証券に関連する市場デリバティブ取引を除く）

    イ 株券

区分 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

第98期第１四半
期累計期間

自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

187,909 12,791 200,700

第99期第１四半
期累計期間

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

71,497 835 72,332
 

 

    ロ 債券

区分 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

第98期第１四半
期累計期間

自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

80 20,972 21,052

第99期第１四半
期累計期間

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

― 10,683 10,683
 

 

    ハ 受益証券

区分 受託(百万円) 自己(百万円) 合計(百万円)

第98期第１四半
期累計期間

自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

4,544 31,877 36,421

第99期第１四半
期累計期間

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

5,642 ― 5,642
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  ② 有価証券に関連するデリバティブ取引の状況

    イ 株式に係る取引

区分
先物取引(百万円) オプション取引(百万円) 合計

(百万円)受託 自己 受託 自己

第98期第１四半期
累計期間

自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

2,785 ― 3,929 ― 6,714

第99期第１四半期
累計期間

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

1,732 ― 3,838 ― 5,571

 

 

    ロ 債券に係る取引

区分
先物取引(百万円) オプション取引(百万円) 合計

(百万円)受託 自己 受託 自己

第98期第１四半期
累計期間

自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

― ― ― ― ―

第99期第１四半期
累計期間

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

― ― ― ― ―

 

 

 ③ 有価証券の引受けおよび売出しならびに特定投資家向け売付け勧誘等ならびに有価証券の募集、売出しおよび私

募の取扱いならびに特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いの状況

期別 区分
引受高
(百万円)

売出高
(百万円)

特定投資
家向け売
付け勧誘
等の総額
(百万円)

募集の取
扱高
(百万円)

売出しの
取扱高
(百万円)

私募の取
扱高
(百万円)

特定投資
家向け売
付け勧誘
等の取扱
高

(百万円)

第98期第１四半期
累計期間

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

株券 104 104 ― 1 ― ― ―

国債証券 ― ― ― 22 ― ― ―

地方債証券 ― ― ― ― ― ― ―

特殊債券 ― ― ― ― ― ― ―

社債券 100 ― ― 100 ― ― ―

受益証券 ― ― ― 93,147 ― ― ―

コマーシャル・
ペーパーのうち
内国法人が発行
するもの

― ― ― ― ― ― ―

その他 ― ― ― ― ― ― ―

合計 204 104 ― 93,271 ― ― ―

第99期第１四半期
累計期間

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

株券 ― ― ― 1 8 ― ―

国債証券 ― ― ― 3 ― ― ―

地方債証券 ― ― ― ― ― ― ―

特殊債券 ― ― ― ― ― ― ―

社債券 ― ― ― ― ― ― ―

受益証券 ― ― ― 60,743 ― ― ―

コマーシャル・
ペーパーのうち
内国法人が発行
するもの

― ― ― ― ― ― ―

その他 ― ― ― ― ― ― ―

合計 ― ― ― 60,747 8 ― ―
 

EDINET提出書類

髙木証券株式会社(E03789)

四半期報告書

10/26



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)ならびに同規則第61条および第82条の規定に基づき、当企業集団の主たる事業である有価証券関連業を営む会

社の財務諸表に適用される「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平成19年内閣府令第52号)および「有価証券関連

業経理の統一に関する規則」(昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規則)に準拠して作成しております。

 

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)および第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金・預金 7,330 7,397

  預託金 4,703 4,913

   顧客分別金信託 4,500 4,500

   その他の預託金 203 413

  トレーディング商品 2,644 3,015

   商品有価証券等 2,644 3,015

  約定見返勘定 584 1,118

  信用取引資産 10,762 9,294

   信用取引貸付金 10,739 9,232

   信用取引借証券担保金 22 62

  立替金 4 0

  短期差入保証金 20 25

  その他の流動資産 316 372

  貸倒引当金 △3 △2

  流動資産計 26,362 26,135

 固定資産   

  有形固定資産 1,313 1,246

  無形固定資産 750 750

  投資その他の資産 15,387 15,526

   投資有価証券 13,738 13,718

   その他 2,498 2,657

   貸倒引当金 △849 △849

  固定資産計 17,451 17,523

 資産合計 43,813 43,659
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  信用取引負債 4,081 3,230

   信用取引借入金 4,014 3,098

   信用取引貸証券受入金 67 132

  預り金 3,028 4,303

   顧客からの預り金 2,503 2,889

   その他の預り金 524 1,414

  受入保証金 1,027 856

  短期借入金 2,400 2,400

  未払法人税等 42 19

  賞与引当金 305 145

  役員賞与引当金 135 37

  訴訟損失引当金 1,200 1,167

  その他の流動負債 319 270

  流動負債計 12,539 12,430

 固定負債   

  繰延税金負債 3,999 3,954

  再評価に係る繰延税金負債 91 91

  その他の固定負債 162 158

  固定負債計 4,253 4,204

 特別法上の準備金   

  金融商品取引責任準備金 ※３  9 ※３  9

  特別法上の準備金計 9 9

 負債合計 16,802 16,644

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 11,069 11,069

  資本剰余金 4,318 4,318

  利益剰余金 4,703 4,772

  自己株式 △433 △434

  株主資本合計 19,658 19,726

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,269 7,205

  土地再評価差額金 83 83

  その他の包括利益累計額合計 7,353 7,289

 純資産合計 27,011 27,015

負債・純資産合計 43,813 43,659
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

営業収益   

 受入手数料 2,580 1,406

 トレーディング損益 858 357

 金融収益 232 123

 営業収益計 3,671 1,887

金融費用 23 15

純営業収益 3,648 1,872

販売費・一般管理費   

 取引関係費 254 232

 人件費 ※１  1,081 ※１  916

 不動産関係費 121 127

 事務費 275 266

 減価償却費 88 86

 租税公課 39 39

 その他 32 36

 販売費・一般管理費計 1,894 1,706

営業利益 1,753 165

営業外収益 ※２  129 ※２  144

営業外費用 3 7

経常利益 1,879 302

特別利益   

 投資有価証券売却益 112 -

 訴訟損失引当金戻入額 - 13

 金融商品取引責任準備金戻入 0 -

 特別利益計 112 13

特別損失   

 訴訟和解金 3 -

 金融商品取引責任準備金繰入れ - 0

 特別損失計 3 0

税金等調整前四半期純利益 1,988 315

法人税、住民税及び事業税 142 13

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 142 12

少数株主損益調整前四半期純利益 1,846 302

四半期純利益 1,846 302
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,846 302

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,524 △64

 その他の包括利益合計 1,524 △64

四半期包括利益 3,370 238

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,370 238

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１　差し入れた有価証券の時価額

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

信用取引貸証券 64百万円 125百万円

信用取引借入金の本担保証券 4,246 3,175

差入保証金代用有価証券 1,885 1,778

その他担保として差し入れた有価
証券

5,840 5,745

計 12,036 10,825
 

 

　２　担保として差し入れを受けた有価証券および借入れた有価証券の時価額

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

信用取引貸付金の本担保証券 9,370百万円 8,741百万円

信用取引借証券 64 125

信用取引受入保証金代用有価証券 6,980 6,980

計 16,415 15,847
 

 

※３　特別法上の準備金の計上を規定した法令の条項は以下のとおりであります。

　　　(前連結会計年度)

　　　金融商品取引責任準備金　　　金融商品取引法第46条の５

 

　　　(当第１四半期連結会計期間)

　　　金融商品取引責任準備金　　　金融商品取引法第46条の５
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(四半期連結損益計算書関係)

　

※１　人件費に含まれる賞与引当金繰入額等

　　　(前第１四半期連結累計期間)

　　　人件費には、賞与引当金繰入額179百万円および役員賞与引当金繰入額40百万円が含まれており

　　　ます。

 

　　　(当第１四半期連結累計期間)

　　　人件費には、賞与引当金繰入額145百万円および役員賞与引当金繰入額37百万円が含まれており

　　　ます。

 

※２　営業外収益の内訳

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

受取配当金 113百万円 133百万円

その他 16 10

　 計 129 144
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

減価償却費 88百万円 86百万円

　 計 88 86
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 293 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 234 4.00 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

髙木証券株式会社(E03789)

四半期報告書

19/26



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

当社および当社の連結子会社の主たる事業は、金融商品取引業を中核とする「投資・金融サービス業」という事

業セグメントに属しております。

　なお、連結子会社に一部不動産賃貸収入等がありますが、重要性が乏しいことから、セグメント情報については

記載を省略しております。 

 

   当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

当社および当社の連結子会社の主たる事業は、金融商品取引業を中核とする「投資・金融サービス業」という事

業セグメントに属しております。

　なお、連結子会社に一部不動産賃貸収入等がありますが、重要性が乏しいことから、セグメント情報については

記載を省略しております。 

 

(金融商品関係)

前連結会計年度末（平成26年３月31日）

 

科目
連結貸借対照表
  計上額（百万円）

時価（百万円） 差額（百万円）

現金・預金 7,330 7,330 ―

有価証券および投資有価証券 15,517 15,517 ―

  その他有価証券 12,827 12,827 ―

信用取引貸付金 10,739 10,739 ―

資産計 33,588 33,588 ―

信用取引借入金 4,014 4,014 ―

預り金 3,028 3,028 ―

負債計 7,042 7,042 ―
 

（注）１ 資産

 ・現金・預金、信用取引貸付金

  これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

  によっております。

     ・有価証券および投資有価証券

   これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格または取引金融機関の

   提示価格によっております。

 ２ 負債

 ・信用取引借入金、預り金

  これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

  によっております。
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当第１四半期連結会計期間末（平成26年６月30日）

現金・預金、有価証券および投資有価証券、信用取引貸付金、信用取引借入金および預り金が、企業集団の事業

の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

科目
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

時価（百万円） 差額（百万円）

現金・預金 7,397 7,397 ―

有価証券および投資有価証券 15,871 15,871 ―

  その他有価証券 12,813 12,813 ―

信用取引貸付金 9,232 9,232 ―

資産計 32,501 32,501 ―

信用取引借入金 3,098 3,098 ―

預り金 4,303 4,303 ―

負債計 7,401 7,401 ―
 

（注）１ 資産

 ・現金・預金、信用取引貸付金

  これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

  によっております。

     ・有価証券および投資有価証券

   これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格または取引金融機関の

   提示価格によっております。

 ２ 負債

 ・信用取引借入金、預り金

  これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

  によっております。

 

(有価証券関係)

前連結会計年度末（平成26年３月31日）

 

 
取得原価（百万円）

連結貸借対照表
  計上額（百万円）

差額（百万円）

株式 1,623 12,827 11,204

合計 1,623 12,827 11,204
 

　(注) 株式の減損にあたっては、下記の合理的な社内基準に基づいて減損処理を行っております。

50％超下落銘柄 強制評価減を行う

30％超50％下落銘柄

マーケットの状況および銘柄毎の財務内容等を
個別に勘案し期末日後概ね一年以内に時価が取
得原価にほぼ近い水準まで回復する見込の有無
により判断することとする
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当第１四半期連結会計期間末（平成26年６月30日）

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会

計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

 
取得原価（百万円）

四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

株式 1,728 12,813 11,085

合計 1,728 12,813 11,085
 

(注) 株式の減損にあたっては、下記の合理的な社内基準に基づいて減損処理を行っております。

50％超下落銘柄 強制評価減を行う

30％超50％下落銘柄

マーケットの状況および銘柄毎の財務内容等を
個別に勘案し期末日後概ね一年以内に時価が取
得原価にほぼ近い水準まで回復する見込の有無
により判断することとする

 

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 31円51銭 ５円16銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 1,846 302

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,846 302

普通株式の期中平均株式数(株) 58,611,689 58,599,531
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年８月８日

髙 木 証 券 株 式 会 社

取    締    役    会    御  中

 
有限責任 あ ず さ 監 査 法 人

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
    公認会計士      渡    沼    照    夫    ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
   公認会計士 　　 西　　野　　勇　　人   ㊞

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている髙木証券株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、髙木証券株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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